
 

 

  

 

板橋区生活支援体制整備事業（板橋区版AIP） 

いたばし地域づくり情報誌（第10号） 

Ｗｅ  カラフル いたばし 

2021年 3月発行 

人が好き   まちが好き   いたばしが好き 
～18 地域 18色の支え合いの地域づくり～ 

 

 

 

 

新しい生活様式の中でも、日常的なご近所付き合いは 

続けていきたいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手」について知ってもらい、実践しても多雨 

 

地域包括ケアレンジャー ～目指せ！支えられ上手 編～ 

新型コロナウイルス感染症との戦いはまだまだ先の見えない状況ではありますが、 

支え合い会議の皆さんの活動状況はどうでしょうか？各自、最近の活動を報告して！ 

第 4回ＳＣ・構成員研修を実施しました。報告書をご覧ください。 

【問合せ先】 

●社会福祉法人 板橋区社会福祉協議会 経営企画推進課 地域包括ケアシステム推進係 

〒173-0004 板橋区板橋二丁目６５番６号情報処理センター内 

電話／03-3964-0236   ＦＡＸ／03-3964-0245   Ｅメール／sc@itabashishakyo.jp 

●板橋区 健康生きがい部 おとしより保健福祉センター 地域ケア推進係 

〒174-0063 板橋区前野町四丁目１６番１号 

電話／03-5970-1114 

こちらでは第5回 SC・構成員研修をしましたよ！ 

 

 

 

「We♡カラフルいたばし」は、板橋区内の各地域
で進む支え合い会議（第2層協議体）の取組みを
区民の皆さんへお知らせするための情報誌です。 

いたばし社協HP 

【日 時】12/7（月）14時～16時  【会 場】文化会館大会議室 

【講 師】李 仁鉄 氏(NPO法人にいがた災害ボランティアネットワーク)  

 

【日 時】10/１２（月）10時～12時  【会 場】グリーンホール 2階ホール 

【講 師】酒井 保 氏(ご近所福祉クリエイション) 

 

研修を通して、支え合い会議の皆さんが気になっていた「見守りたい人とつながる方法 

が分からない」などの課題の解決策が見つかりそうですね。素晴らしい成果です！ 

みんな！研修の報告を地域の皆さんに伝えて、支えられ上手さんを増やしましょう！ 

支えられ上手さんへの第一歩は“ご近所さんに挨拶”から。 
「目指せ！支えられ上手！！」 
これからも地域の皆さんのことを支え合い会議でも応援していきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テーマ】「災害時にも生きる、日頃の支え合いの重要性」 
・過去の震災では、「災害時ご近所に救助してもらった」という人が多い。 

・普段から顔見知りのご近所さん同士なら、災害時の「困った」にも気づき合える。 

・いざという時に備え、相談先や支援を知る、つながる、求める力を育む。 

【テーマ】「見守り活動から見守られ活動へ」 
・将来、誰もが「支えられる立場」になる。 

・「支えられ上手さん」になるにはご近所さんや地域とつながること。 

・地域に参加することで健康寿命も延びる。 

 日頃のつながりや見守り合いが、災害時の備えになるのですね。 

 
サークルやサロンに参加、買い物に行ってちょっと立ち話、定期的に同じコースを散歩、 

感染症対策をしながら、可能な範囲で地域とつながることが大切なのですね。 

中面特集 コロナ禍での18地域の 

支え合い会議（第2層協議体）の取組み 

 

 

１ 

地域で暮らす一人ひとりが役割を見つけ、 

楽しみ・活躍できますように、そして 

新しい「支え合い」が生まれますように、 

18 地域の支え合い会議も奮闘しています。 

つながりが減少し、孤立や引きこもり

など、地域の中で気になる・心配な人

も増えています。 
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４ 

支え合い会議(第２層協議体)は、 

地域のくらしや生活を支えるために、住民の 

皆さんと一緒に進めている、国の取組みです。 

 ２ 

日々の活動やつながりを通して、 

あなたの力を地域で生かしましょう！ 

 

 
支え合い会議も 

頑張っています！ 
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 第 1層 SCも応援しています！ 

SC（生活支援コーディネーター）とは… 
自分たちのまちを良くしていくために、地域の様々な
支え合い活動をつなげ、組み合わせる調整役です。 

mailto:Ｅメール／sc@itabashishakyo.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲PRのための 
広報紙 

 

▲オンラインで 
地域情報を共有 

 

▲協力店と連携し 
広報紙配布 

 

▼協力店に配布した 
ステッカー 

 

蓮根AIP ささえあい協議会 

▼災害時マイタイム 
ラインの検討 

 

▲手書きの通信で 
タイムリーに情報発信 

コロナ禍で、町会・自治会や老人クラブ、サロン活動等の集いの場の多くが中止・縮小され、 

より身近なご近所同士の見守り合いの必要性が高まっています。 

地域のことは地域の人が一番よく知っているため、ご近所の「いつもと様子が違う」にいち早く 

気づき、適切な相談先へつなげることができます。見守り活動の推進により、地域の中で、 

自然に支え、支えられる、支え合いの関係づくりが広がっています。 

外出の機会が減少し、「高齢者の体力・筋力の低下が

心配だ」との声が、各地域の支え合い会議の構成メンバー

からあがりました。 

地域には様々な人が住んでおり、1 人

ひとりが抱える困りごとも様々です。住民

と地域の多様な組織・団体が連携し、

地域の困りごとを自分のこととして捉え、

全体で協力しながら解決に取り組む 

地域づくりを進めていきます。 

支え合い会議大谷口 

▲

見守りのイメージ 

コロナ禍による地域活動の縮小で地域の 

つながりが絶たれ、「困った時に頼る先がない人」の

増加が懸念されています。 

支え合い会議では、地域の社会資源を発掘し、

住民の社会参加を促すことで、誰かとつながり、 

困ったときにお互いに助け合える関係づくりを進めて

います。 

▼ピンクの帽子で 

いい街パトロール 

▲日常生活に見守り要素を追加 

▲Zoomによる会議の分散開催、 
YouTubeの動画配信、 
LINEWORKSでの 
情報共有を推進 

▼広報紙を作成中 

支え合い会議常盤台 支え合い会議板橋 

支え合い会議成増 

支え合い会議富士見 

▲台風による水害の啓発 

▲地域の連携先を 
リストアップ 

▲「お散歩マップ」作成中 

支え合い会議熊野 支え合い会議志村 

支え合い会議徳丸 

▲地域情報を掲載した 
 

高齢者の生活に役立つ 

 

支え合い会議舟渡 支え合い会議高島平 支え合い会議前野 

▼住民の講師による 
「包丁研ぎ講座」 

 

  

支え合い会議桜川 支え合い会議仲町地域 

▲家でできる 
簡単な体操を 

方法を検討 
 

支え合い会議中台 

▼フレイル予防に 
焦点を合わせた 

▲地域活動の参加を促す 

支え合い会議下赤塚 

▼広報紙を作成中 

 

▲体力低下防止が目標 

 

支え合い会議清水 

支え合い会議仲宿 

つながり合い、支え合う 

誰もが安心して 

暮らし続けることができる 

地域 

▲話し合いの様子 
 

▲非常持ち出し品 
チェックシートを作成 

地域づくり 

孤立防止 

見
守
り
の
推
進 

住み慣れたまちで生きがいを持ちながら、元気に暮らし続けられる地域に向けて、介護 

予防・健康づくりを促進しています。 

介護予防 

▼助け合いの 
生まれる 
仕組み作り 

▲名刺作成 

グループで話し合い 


